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NEWS 01

　
博
物
館
は
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

と
の
間
で
協
定
を
結
び
、
相
互
の
特
色

あ
る
収
蔵
資
料
を
交
換
出
展
す
る
展
示

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
交
換

展
示
は
昨
年
の
9
月
24
日
か
ら
11
月
5

日
ま
で
の
会
期
で
、
南
山
大
学
で
は
「
化

石
人
類
の
系
統
と
絶
滅
動
物
―
明
治

大
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
―
」、

本
学
で
は
ア
フ
リ
カ
の
木
彫
り
芸
術
品

を
紹
介
す
る
「
南
山
大
学
人
類
学
博
物

館
の
マ
コ
ン
デ
彫
刻
た
ち
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
10
月
22
日
と
29
日
に
は
そ
れ
ぞ

れ
展
示
担
当
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
実
施
さ
れ
、
本
学
会
場
で
は

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
22
名
、
南
山
大
学
で
は
対
面

方
式
で
15
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
6
月
、
当
館
の
島
田
和

高
学
芸
員
に
対
し
、
日
本
旧
石
器
学
会

よ
り
2
0
2
1
年
度
「
日
本
旧
石
器
学

会
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
、

旧
石
器
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
、
優
れ

た
業
績
を
挙
げ
た
学
会
員
に
与
え
ら
れ

る
栄
誉
あ
る
賞
で
す
。

　
受
賞
理
由
で
は
、
旧
石
器
時
代
に
日

本
列
島
に
現
れ
た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に

よ
る
黒
曜
石
利
用
の
変
遷
を
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー
タ
と
環

境
の
変
化
を
含
め
た
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
た
点
、
そ
し
て
明
治
大
学
博

物
館
で
島
田
学
芸
員
が
担
当
し
た
特
別

展
や
展
示
図
録
に
お
い
て
日
本
列
島
の

旧
石
器
時
代
資
料
を
網
羅
的
に
扱
い
、

旧
石
器
時
代
研
究
の
普
及
と
啓
発
に
大

き
く
貢
献
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
２
２
年
10
月
15
日
、
本
学
学
生

を
対
象
と
し
た
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

２
０
２
２
〜
招
待
状
は
展
示
室
か
ら
〜
」

が
開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
閉

館
後
の
博
物
館
を
用
い
て
、
通
常
よ
り

も
照
度
を
落
と
し
た
常
設
展
示
室
で
の

謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
展
示
品
に
つ

い
て
学
ぶ
も
の
。
参
加
者
に
は
、
本
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
博
物
館
学
生
広
報
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
か
ら
「
捕
者
め
い
じ
ろ
う
ア

ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド
」
が
記
念
品
と
し
て
手

渡
さ
れ
、
と
っ
て
も
可
愛
い
！
な
ど
の
歓

声
が
上
が
っ
て
い
た
。

島田和高学芸員が
日本旧石器学会賞を受賞しました

NEWS 02

ナイトミュージアムを実施NEWS 03

展示解説をする島田学芸員

ナイトミュージアムの様子

捕者めいじろう
アクリルスタンド

「捕者めいじろうアクリル
スタンド」を手に喜ぶ参加者

島田学芸員が担当した展示
図録はミュージアムショップで販売中！
左：『氷河時代のヒト・環境・文化 THE 
ICE AGE WORLD』
右：『氷期の狩人は黒曜石の山をめざす―
明治大学の黒曜石考古学―ガイドブック』

両
大
学
間
の
交
流

明治大学博物館

広島大学総合博物館

両館のTwitterも

要チェック！！

大
学
博
物
館
の
可
能
性

中坪 孝之千葉 修身
広島大学総合博物館長明治大学博物館長

NAKATSUBO     TAKAYUKICH I BA　　   OSAM I

統合生命科学研究科教授
研究テーマは「外来植物・
希少植物の生態学」など

商学部教授
研究テーマは「現代ドイツ
会計制度の在り方」など

千
葉
　両
大
学
の
交
流
は
、
実
は
考
古

学
研
究
で
は
だ
い
ぶ
前
か
ら
あ
り
、
1
9

6
3（
昭
和
38
）年
の
帝
釈
峡
遺
跡
群（
広

島
県
庄
原
市
）
共
同
調
査
に
ま
で
歴
史
を

遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
多
様

な
学
問
領
域
で
教
育
研
究
の
連
携
が
進

み
、2
0
0
9（
平
成
21
）年
に
は
明
治
大

学
と
広
島
大
学
と
の
包
括
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

中
坪
　直
近
で
は
、2
0
2
1
年
夏
、ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ
ー
ド（
ア
イ

エ
ム
）に
ヒ
ロ
ッ
グ（
広
大
）と
め
い
じ
ろ
う

（
明
大
）が
参
加
、接
戦
の
中
、
両
館
の
フ
ァ

ン
か
ら
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
を
期
待
す
る
声
が

出
た
こ
と
で
、
広
報
分
野
で
の
連
携
が
進

み
ま
し
た
。
ヒ
ロ
ッ
グ
は
2
0
2
0
年
の

初
出
場
か
ら
3
年
連
続
3
位
の
成
績
な
の

で
、
2
0
2
3
年
こ
そ
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を

目
指
し
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

千
葉
　今
年
の
開
催
期
間
は
、
私
も
1

日
1
回
投
票
し
ま
す
（
笑
）

た
い
し
ゃ
く
き
ょ
う

し
ょ
う
ば
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
交
流

広島大学の「広（hiro）」
とカエルを意味する「フ
ロッグ（frog）」が由来。
日々すてきな博物館を目
指して頑張っている。

ヒロッグ

めいじろう
“森の賢者”と呼ばれるフク
ロウがモチーフ。収蔵資料
の「十手」と「御用提灯」を
携えた捕方姿。

とりかた



広島大学総合博
物館では、キャン
パス周辺に生息
する様々な生き
物の剝製も展示。

明治大学博物館
オンライン
ミュージアム

広島大学総合博物館
デジタル
ミュージアム

大
学
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

千
葉
　昨
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
遺
跡
や

埋
蔵
文
化
財
調
査
部
門
を
拝
見
し
ま
し
た

が
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
本
当
に
広
い

で
す
ね
。

中
坪
　キ
ャ
ン
パ
ス
面
積
は
約
2
4
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
ま
す（
M
A
Z
D
A 
Z
o
o
m

ー
Z
o
o
m 

ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
約
49
個
分
）。

常
設
展
示
を
行
う
本
館
に
加
え
、
サ
テ
ラ

イ
ト
館
、
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
発
見
の

小
径
（
散
歩
道
）
な
ど
が
あ
り
、
本
館
を

核
に
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ

と
で
大
学
全
体
に
広
く
博
物
館
機
能
を
持

た
せ
て
い
ま
す
。
身
近
な
里
山
の
自
然
に

富
み
、
キ
ツ
ネ
・
タ
ヌ
キ
・
テ
ン
な
ど
も

現
れ
、
こ
れ
ら
動
植
物
も
展
示
の
1
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
生
に
よ
る
活
動

千
葉
　近
年
、
大
学
博
物
館
の
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
学
生
が
大
き
な
役
割
を
担

い
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
明
大
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
変
革
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
新
た
な
学
生
生
活
を
模
索
す
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
2
0
2
1
年
か
ら

学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
13
名
が
活
動
し

て
お
り
、
情
報
発
信
や
博
物
館
の
改
善
活

動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

中
坪
　広
大
に
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
組
織

「
H
U
M
s
」＊
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
C
S
R
」＊
が
あ
り
、
企
画
展
示
や
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
社

会
貢
献
活
動
に
意
欲
あ
る
学
生
が
増
え
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
生
の
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
体
現
で
き
る
場
を
大
学
側
が
用

社
会
貢
献

中
坪
　大
学
博
物
館
の
使
命
と
し
て
社
会

貢
献
が
あ
り
ま
す
。
広
大
と
東
広
島
市
と

の
連
携
事
業
「
T
o
w
n 

& 

G
o
w
n 

O
f
f
i
c
e
」
の
コ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
博
物
館
で
は
県
央
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
広
島
市
の

人
口
は
全
体
的
に
は
微
増
し
て
い
る
の
で

す
が
、
中
心
部
に
人
口
増
が
偏
り
、
山
間

部
は
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
昨
夏
、

市
内
の
豊
栄
町
で
出
張
展
示
「
県
央
に
自

然
史
博
物
館
が
や
っ
て
く
る
！？
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
豊
栄
町
の
人
口
は
約

3
0
0
0
名
な
の
で
す
が
、
来
場
者
は

2
2
4
1
名
を
数
え
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
家
族
連
れ
が
目
立
ち
ま
し
た
。

千
葉
　明
大
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
の

自
治
体
に
限
ら
ず
、
所
蔵
品
の
研
究
成
果

に
基
づ
く
展
示
を
各
所
と
連
携
し
て
展
開

し
て
い
ま
す
。
長
野
県
長
和
町
と
の
黒
曜

石
製
石
器
の
文
化
、
茨
城
県
と
の
三
昧
塚

古
墳
、
宮
崎
県
延
岡
市
と
の
譜
代
大
名

内
藤
家
文
書
な
ど
で
す
。
今
後
は
小
中
学

校
へ
の
出
張
講
義
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
専
門
家
だ
か
ら

こ
そ
、
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
層

に
「
専
門
を
語
ら
ず
と
も
専
門
を
伝
え
」、

普
及
さ
せ
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

中
坪
　学
び
は
実
学
に
の
み
価
値
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
文
化
や
博
物
学
も
有
意

な
も
の
で
す
が
、専
門
家
の
間
だ
け
で
語
っ

て
い
て
も
社
会
は
振
り
向
い
て
く
れ
ま
せ

ん
。
地
域
や
市
民
に
寄
り
添
い
、
人
材
を

共
に
育
て
て
い
く
。
学
校
で
も
家
庭
で
も

な
く
知
的
な
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
場
、「
第

三
の
学
び
場
」
を
博
物
館
で
創
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
　明
大
で
は
、
本
年
４
月
の
博
物
館
法
改
正
に
伴
い
、
登

録
博
物
館
へ
の
申
請
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
同
法
の
改
正
で
は
、

博
物
館
の
事
業
に
「
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」
が
追

加
さ
れ
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
が
博
物
館
に
足
を
運
び
、
本
物

を
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
導
線
を
デ
ジ
タ
ル
の
利
活
用
か
ら
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

中
坪
　大
学
博
物
館
は
「
こ
の
世
の
様
々
な
物
事
の
価
値
を
知
っ

て
い
る
人
を
育
て
る
場
」
に
な
り
得
ま
す
。
そ
し
て
、「
大
学
博

物
館
が
身
近
に
あ
っ
て
良
か
っ
た
よ
ね
、
社
会
が
豊
か
に
な
る
大

学
博
物
館
っ
て
い
い
よ
ね
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

千
葉
　次
は
中
坪
館
長
に
明
大
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
更
に
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

意
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
成
長
の
機
会
を
得
ま
す
し
、
博
物
館
も

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

千
葉
　今
後
、
両
館
の
学
生
に
よ
る
交
流
が
持
て
る
と
良
い
で
す

ね
。
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
所
属

大
学
や
学
部
の
異
な
る
学
生
が
集
い
、
青
春
の
濃
密
な
時
間
を
過

ご
し
て
欲
し
い
で
す
。

インスタグラムは

コチラ！！

大
学
博
物
館
の
可
能
性 昨年開催の企画展

「古代常陸の雄・三昧塚古墳」
（会期：2022年7月8日～8月7日）

両館のオンライン
ミュージアムはコチラ！！

黒曜石に関する記事は2ページへ

2018年から活動、所属10名、昨年は東広島市
立美術館にて「生き物のカタチ展」を開催。

2020年から活動、所属20名、Instagramでも
東広島キャンパス内の動植物などを投稿中。

＊H U M s（Hiroshima University Museum students）

＊C S R（Campus Student Ranger）

中坪孝之 広大館長

千葉修身 明大館長

と
よ 

さ
か 

ち
ょ
う



会場入口

タペストリーで演出されたケース展示

ハンズオンコーナー

幕府へ献上される塩鮎が描かれた記録

郷士などが「立ち帰り御供」を願い出た記録

は
じ
め
に

　
会
期
末
が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
２

０
２
２
年
12
月
３
日
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
本
展
を
見
学
に
訪
れ
た
。
本
展
は
、
明
治
大
学
所
蔵
の

内
藤
家
文
書
を
中
心
に
、

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
領
地

の
移
動
を
命
じ
ら
れ
る

「
所
替
」
が
大
名
家
や
家

臣
、
領
民
に
与
え
た
影
響
、

そ
し
て
、
移
動
先
で
大
名

の
統
治
が
新
た
に
始
ま
る

よ
う
す
を
詳
細
に
明
ら
か

に
す
る
企
画
で
あ
る
。

1 

展
示
概
要

　
簡
単
に
本
展
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
、導
入
に
あ
た
る「
Ⅰ
　
所
替
と
は
」で
は
、本
展
の
テ
ー

マ
で
あ
る
所
替
の
語
義
、
件
数
の
時
期
的
推
移
な
ど
、
基
本
的

な
事
項
を
説
明
す
る
。

　
続
く
「
Ⅱ
　
内
藤
家
の
歴
史
」
は
、
近
世
に
お
け
る
内
藤

家
の
所
領
の
変
遷
、
関
ヶ
原
の
前
哨
戦
・
伏
見
城
の
戦
い
で
戦

死
し
た
内
藤
家
長
や
、
そ
の
跡
を
継
ぎ
磐
城
平
藩
（
現
福
島

県
に
所
在
）
の
大
名
と
な
っ
た
政
長
ら
の
姿
と
事
績
、
家
臣
団

構
成
な
ど
、
お
も
に
日
向
国
延
岡
（
現
宮
崎
県
）
に
移
る
ま
で

の
内
藤
家
の
来
歴
を
扱
う
。

　「
Ⅲ
　
延
岡
へ
の
所
替
」
で
は
、
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）

に
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
延
岡
へ
の
所
替
に
つ
い
て
、
内
藤
家

の
新
た
な
所
領
の
構
成
と
配
置
、
延
岡
へ
の
所
替
に
際
し
て
の

家
中
や
領
民
の
対
応
と
い
っ
た
点
か
ら
迫
る
。

　「
Ⅳ
　
東
か
ら
西
へ
」
は
、 
延
岡
へ
の
所
替
が
内
藤
家
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
前
領
主
・
牧
野
家
か
ら
幕
府
へ

の
献
上
品
に
関
し
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
国
元
か
ら

江
戸
へ
の
廻
米
が
な
く
な
り
、
大
坂
で
年
貢
米
を
売
却
し
、
資

金
調
達
を
し
て
江
戸
に
送
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
長
崎
奉
行

や
長
崎
代
官
と
の
間
に
年
頭
挨
拶
や
踏
絵
借
用
の
か
か
わ
り
が

生
じ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　「
V
　
統
治
の
は
じ
ま
り
」
で
は
お
も
に
、
延
岡
の
新
領
主

と
な
っ
た
内
藤
家
が
破
損
箇
所
の
多
か
っ
た
延
岡
城
の
修
復
を

幕
府
に
願
い
出
た
こ

と
が
扱
わ
れ
て
お
り
、

修
復
場
所
の
内
容
を

示
す
絵
図
や
、
修
復

を
許
可
す
る
幕
府
老

中
の
奉
書
な
ど
を
展

示
す
る
。

　「
Ⅵ
　
延
岡
領
の
町

と
村
」
で
は
、
内
藤

家
と
領
民
と
の
関
係
、

飛
地
や
山
間
部
に
多
く
居
住
し
支
配
の
末
端
を
担
っ
た
郷
士
た

ち
、
飛
地
の
豊
後
領
の
支
配
な
ど
に
注
目
し
、
延
岡
領
の
町
・

村
の
よ
う
す
に
迫
る
。

　
終
章
に
あ
た
る
「
Ⅷ
　
お
殿
様
と
領
地
」
で
は
、
所
替
を
命

じ
ら
れ
た
の
ち
、
寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）
に
大
名
・
内
藤
政

樹
が
は
じ
め
て
延
岡
領
に
入
っ
た
「
御
初
入
」
の
準
備
や
記
録

を
紹
介
し
、
本
展
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　
な
お
、
会
場
出
口
付
近
に
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
資
料
の
レ
プ
リ
カ
や
縮
小
模
型
を
、
実
際
に
手
で
触
れ
、

観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

2 

成
果
と
課
題

　
所
替
が
内
藤
家
や
領
民
に
与
え
た
影
響
、
お
よ
び
新
領
地
・

延
岡
で
同
家
の
統
治
が
始
ま
る
様
相
の
解
明
と
い
う
、
本
展
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
達
成
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
上
で
、
本

展
の
成
果
と
し
て
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
１
点
目
は
、
領
主
た
る
内
藤
家
と
領
民
の
関
係
の
描
き
方
で

あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
内
藤
家
の
年
貢
徴
収
の
仕
方
な
ど
に

よ
っ
て
緊
張
状
態
と
な
る
こ
と
も
あ
る
一
方
、
祭
礼
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
の
経
費
の
支
出
な
ど
、
領
民
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
領

主
と
し
て
の
役
割
を
内
藤
家
は
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
果
た
し
て

い
た
と
し
て
、
両
者
の
関
係
の
い
わ
ば
協
力
的
な
面
に
も
目
配

り
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
磐
城
平
に
お
い
て

内
藤
家
が
領
民
の
な
か
か
ら

武
士
的
な
特
権
を
認
め
て
き

た
郷
士
な
ど
が
、
所
替
に
あ

た
り
内
藤
家
か
ら
そ
の
身
分

を
解
消
さ
れ
る
も
、
延
岡
や

大
坂
、
江
戸
な
ど
へ
の
「
立

ち
帰
り
御
供
」（
目
的
地
ま
で

御
供
・
荷
物
輸
送
に
従
事
し
、

完
了
後
は
磐
城
平
に
帰
る
）

を
願
い
出
た
こ
と
に
触
れ
、

彼
ら
の
身
分
意
識
や
領
民
と

内
藤
家
と
の
「
結
び
つ
き
」

と
呼
び
う
る
関
係
性
を
わ
か

り
や
す
く
示
し
て
い
た
こ
と
は

（
会
期
:２
０
２
２
年
10
月
14
日
〜
12
月
14
日
）

小
酒
井
　大
悟
（
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
学
芸
員
）

と
て
も
興
味
深
く
、
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

　
２
点
目
は
、
展
示
上
の
工
夫
に
か
か
わ
る
。
本
展
の
出
展
品

の
ほ
と
ん
ど
が
古
文
書
や
絵
図
で
、
形
状
で
い
え
ば
平
面
の
資

料
と
な
る
。
古
文
書
や
絵
図
は
、
展
示
を
通
じ
た
歴
史
像
の

構
築
・
叙
述
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
が
、
立
体
の
資
料
の
よ

う
な
高
さ
が
な
い
た
め
、
と
も
す
れ
ば
壁
面
な
ど
の
背
景
が
空

き
、
さ
み
し
い
印
象
の
空
間
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
本
展
で
は
、
た
と
え
ば
展
示
室
奥
の
い
ち
ば
ん
横
幅
と
奥

行
き
の
あ
る
ケ
ー
ス
で
、
壁
面
に
は
内
藤
家
の
江
戸
藩
邸
も
描

か
れ
る
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
や
延
岡
城
下
の
よ
う
す
を
主
題

と
す
る
「
延
岡
城
下
図
屏
風
」
の
画
像
を
印
刷
し
た
大
き
な
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
、
前
面
の
展
示
台
に
は
古
文
書
と
と
も
に
、
横

幅
を
活
か
し
て
、
江
戸
か
ら
長
崎
に
至
る
道
中
の
風
景
を
描
く

「
日
本
東
西
道
中
画
」
の
全
場
面
を
展
示
し
て
お
り
、
と
て
も

見
応
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
古
文
書
や
絵
図
を
多
用
し

つ
つ
も
、
見
応
え
・
迫
力
の
あ
る
空
間
づ
く
り
に
成
功
し
て
い

た
と
思
う
。

　
一
方
、
今
後
の
課
題
と

思
わ
れ
る
点
も
挙
げ
る
と
、

本
展
で
は
、
多
数
の
古
文

書
が
出
展
さ
れ
て
い
た
が
、

解
読
文
や
現
代
語
訳
は
付

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
の
事
情
も
あ
ろ

う
が
、
一
般
の
方
が
古
文

書
を
実
見
す
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

展
示
レ
ビ
ュ
ー
　2
0
2
2
年
度
特
別
展

 
新
し
い
お
殿
様
ー
所
替
・
そ
の
後
ーと

、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
か
を
理
解

す
る
た
め
の
手
助
け
が
、
本
展
の
核
と
な
る
古
文
書
の
何
点
か

だ
け
で
も
、
あ
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
本
展
の
Ⅳ

で
は
、
幕
府
へ
の
献

上
品
に
つ
い
て
の
古

文
書
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
本
展
図
録
も

参
照
す
る
に
、
こ
れ

ら
に
は
、
塩
鮎
や
干

小
鯛
の
収
納
器
へ
の

詰
め
方
が
詳
細
に
図

入
り
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
よ

う
な
記
録
を
も
と
に
、
幕
府
へ
の
献
上
品
を
復
元
し
た
レ
プ
リ

カ
を
作
る
よ
う
な
試
み
が
あ
っ
て
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
予
算
の
問
題
を
考
慮
し
な
い
ア
イ
デ
ア
の
一つ
に
過
ぎ
な

い
け
れ
ど
も
、
内
藤
家
文
書
な
ど
の
古
文
書
が
有
す
る
豊
か
な

情
報
を
、
一
般
の
来
場
者
に
対
し
て
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
、

価
値
あ
る
形
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
方
法
は
今
後

も
模
索
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
雑
駁
な
感
想
を
連
ね
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
本
展
は
、

日
本
近
世
史
を
専
門
と
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
学
ぶ
と
こ
ろ
が

多
く
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
の
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
担
当
者
を
は
じ
め
、関
係
各
位
の
多
大
な
ご
尽
力
に
、

末
筆
な
が
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。



し
て
い
な
か
っ
た
。
名
字
を
名
乗
れ
る
か
否
か
は
、
武
士
の
特
権

の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
代
々
内
藤
家
に
仕
え
た
足

軽
だ
け
が
、
こ
の
特
権
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

　
内
藤
家
が
延
岡
に
転
封
す
る
と
、
前
領
主
の
牧
野
家
は
庄
屋

達
を
名
字
御
免
（
名
字
の
使
用
を
許
す
こ
と
）
と
し
て
い
た
か
ら
、

内
藤
家
も
現
地
支
配
の
威
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
、
彼
ら
を
名
字

御
免
と
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

名
字
を
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
最
下
層
の
武
士
達
も
名
字
御
免
と

し
た
。
江
戸
の
足
軽
に
も
寛
延
元
年
（
1
7
4
8
）
10
月
に
名

字
御
免
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
者
達
の
名
字

使
用
は
、
延
岡
領
内
で
の
み
使
用
で
き
る
、
つ
ま
り
他
領
で
の
使

用
や
、
他
領
の
者
に
対
し
て
の
使
用
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件

が
つ
い
て
い
た
。
な
お
、
江
戸
の
場
合
は
江
戸
屋
敷
で
の
み
使
用

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
対
応
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
内
藤
家
の
足
軽
は
、
武
士
身
分
の
者
と
そ
う
で
な

い
者
の
境
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
延
岡
へ
の
移
動
後
、
所
替
で
多
額
の
お
金
が
か
か
っ
た
藩
は
、

藩
士
数
の
削
減
に
努
力
し
て
お
り
、
足
軽
の
数
も
減
ら
そ
う
と
し

て
い
た
。
磐
城
平
時
代
に
は
藩
主
が
江
戸
屋
敷
に
い
る
期
間
は
、

定
府
（
江
戸
に
在
住
す
る
こ
と
）
の
足
軽
40
人
に
加
え
て
、
国
元

か
ら
1
2
6
人
の
足
軽
が
江
戸
詰
と
し
て
送
り
出
さ
れ
、
江
戸
屋

敷
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
転
封
後
は
遠
国
と
い
う
事
も

あ
り
、
こ
の
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
国
元

と
江
戸
で
の
調
整
の
結
果
、
江
戸
屋
敷
の
足
軽
は
、
定
府
の
足
軽

40
人
、
国
元
か
ら
1
年
交
代
で
江
戸
屋
敷
に
送
り
出
さ
れ
る
足

　
譜
代
大
名
の
内
藤
家
は
、
元
々
は
三
河
国
（
現
・
愛
知
県
）

の
者
で
、
古
く
か
ら
徳
川
家
に
仕
え
、
天
正
18
年
（
1
5
9
0
）

の
徳
川
家
の
関
東
移
封
に
従
っ
て
関
東
に
移
動
し
た
。
関
東
で
は

佐
貫
（
現
・
千
葉
県
）
な
ど
に
領
地
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
、

元
和
8
年
（
１
６
２
２
）
に
陸
奥
国
磐
城
平
（
現
・
福
島
県
）
に
、

さ
ら
に
延
享
4
年
（
1
7
4
7
）
に
日
向
国
延
岡
（
現
・
宮
崎
県
）

へ
所
替
し
た
（
所
替
と
は
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
領
知
を
移
動

す
る
こ
と
で
あ
る
）。幾
度
か
領
地
が
替
わ
っ
た
内
藤
家
で
あ
る
が
、

天
正
19
年
（
1
5
9
1
）
に
江
戸
で
拝
領
し
た
屋
敷
は
、
最
後

ま
で
移
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
虎
ノ
門
に
あ
っ
た

屋
敷
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
六
本
木
や
渋
谷
な
ど
に
も
屋
敷

を
持
っ
て
い
た
。
虎
ノ
門
屋
敷
に
藩
主
が
住
み
、
六
本
木
屋
敷
に

は
隠
居
し
た
藩
主
や
世
子
が
住
ん
だ
。
渋
谷
屋
敷
は
、
藩
主
の

母
親
な
ど
が
住
ん
で
い
た
時
期
も
あ
る
が
、
郊
外
に
あ
る
山
林
に

覆
わ
れ
た
山
屋
敷
で
あ
っ
た
か
ら
、
主
に
火
災
時
の
避
難
邸
や
江

戸
屋
敷
で
使
用
す
る
材
木
の
供
給
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
屋
敷
の
主
人
が
い
な
い
時
期
に
は
、
渋
谷
屋
敷
に
藩

士
の
配
置
は
殆
ど
な
く
、
藩
士
達
は
主
に
虎
ノ
門
屋
敷
と
六
本
木

屋
敷
に
住
ん
で
い
た
。

　
虎
ノ
門
と
六
本
木
の
屋
敷
に
は
多
く
の
武
士
が
住
ん
で
い
た
が
、

そ
の
中
に
は
武
士
の
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る〝
足
軽
〞も
い

た
。一
口
に
足
軽
と
い
っ
て
も
藩
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
は
違
う
。

内
藤
家
の
場
合
、
磐
城
平
時
代
は
、
磐
城
平
領
に
移
動
す
る
前

か
ら
内
藤
家
に
仕
え
て
い
る
家
の
者
を
「
相
続
筋
」
の
足
軽
と
し
、

こ
の
「
相
続
筋
」
の
足
軽
で
な
け
れ
ば
名
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許

軽
70
人
の
合
計
1
1
0
人
体
制
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
口
に
江
戸
屋
敷
の
足
軽
と
い
っ
て
も
、
代
々
仕
え
る
「
相
続
筋
」

の
足
軽
も
い
れ
ば
、
新
参
の
足
軽
も
い
る
。
江
戸
育
ち
の
者
も
い

れ
ば
、
延
岡
か
ら
や
っ
て
き
た
者
も
い
る
。
そ
の
背
景
は
様
々
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
勢
の
足
軽
の
中
に
は
、
問
題
を
起
こ
す
者

も
い
た
。

　
内
藤
家
が
延
岡
へ
所
替
し
た
延
享
4
年
の
12
月
、
文
六
と
い
う

足
軽
が
、
夜
中
に
屋
敷
内
を
む
や
み
に
徘
徊
し
不
届
き
で
あ
る
と

し
て
取
り
調
べ
を
受
け
、
御
門
前
追
い
払
い
（
藩
邸
の
門
の
前
で

追
い
払
う
）
の
処
罰
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
処
罰
で
は
闕
所
（
財

産
没
収
）
の
付
加
刑
が
科
さ
れ
、文
六
の
持
ち
物
も
没
収
さ
れ
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
彼
の
財
産
は
、
わ
ず
か
に
、
古
櫃
1
つ
、
古
枕

1
つ
、
硯
箱
1
つ
で
、
江
戸
屋
敷
の
足
軽
の
生
活
が
決
し
て
豊
か

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
屋
敷
を
徘
徊
し
た
程
度
で

処
罰
を
受
け
る
と
は
、
と
い
ぶ
か
し
く
思
う
向
き
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
徘
徊
の
先
に
な
に
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
次
の
事

例
が
教
え
て
く
れ
る
。

　
寛
延
元
年
8
月
27
日
夜
、
虎
ノ
門
屋
敷
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
日
、
泊
ま
り
で
大
広
間
の
番
を
す
る
藩
士
は
、
佐
々
半
蔵
、

太
田
用
助
、
野
口
藤
右
衛
門
の
3
人
、
亭
番
の
足
軽
は
喜
久
右

衛
門
と
忠
次
右
衛
門
、
下
働
き
の
中
間
は
伝
助
で
あ
っ
た
。
亭
番

と
は
宿
泊
所
の
当
番
と
い
う
意
味
か
と
思
わ
れ
る
が
、
足
軽
の
喜

久
右
衛
門
と
忠
次
右
衛
門
は
共
に
働
き
、
夜
に
な
っ
て
い
つ
も
通

り
片
付
け
を
し
て
大
広
間
の
そ
ば
で
2
人
と
も
休
ん
だ
。
朝
に
な

り
、
忠
次
右
衛
門
は
掃
除
に
取
り
か
か
ろ
う
と
、
喜
久
右
衛
門

を
起
こ
す
た
め
に
紙
帳
（
紙
製
の
蚊
帳
）
を
開
け
た
が
、
中
に
喜

久
右
衛
門
の
姿
が
な
い
。
中
間
の
伝
助
を
、
喜
久
右
衛
門
の
部
屋

に
呼
び
に
遣
わ
し
た
が
、
部
屋
に
も
姿
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

藩
士
達
が
使
う
寝
具
の
葛
籠
が
空
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

屋
敷
の
門
の
外
で
風
呂
敷
包
み
や
そ
れ
ら
の
寝
具
の
一
部
が
発
見

さ
れ
た
。
数
日
後
に
は
、
御
座
敷
や
大
廊
下
の
釘
隠
（
釘
の
頭

を
隠
す
た
め
に
付
け
ら
れ
た
装
飾
具
）
が
5
カ
所
な
く
な
っ
て
い

る
事
も
発
見
さ
れ
た
。
御
座
敷
ま
わ
り
の
掃
除
は
亭
番
の
仕
事
だ

か
ら
、
釘
隠
の
紛
失
も
喜
久
右
衛
門
が
犯
人
に
違
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、喜
久
右
衛
門
の
行
方
は
知
れ
ず
、結
局
、

一
緒
に
い
た
の
に
熟
睡
し
て
い
て
何
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う

忠
次
右
衛
門
と
中
間
の
伝
助
が
永
暇
（
主
従
関
係
を
解
く
こ
と
、

つ
ま
り
、
解
雇
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
、

屋
敷
の
中
で
働
く
足
軽
が
、
盗
み
を
し
て
逃
げ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
足
軽
が
屋

敷
内
を
徘
徊
し
た
と
い
う
理
由
で
処
分
も
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
同
じ
年
の
閏
10
月
に
は
こ
ん
な
事
も
あ
っ
た
。
こ
の
月
、
大

中
寺
と
い
う
寺
を
通
じ
て
あ
る
願
書
が
内
藤
家
に
提
出
さ
れ
た
。

4
年
以
上
前
、
延
岡
か
ら
江
戸
へ
送
ら
れ
た
足
軽
の
伴
左
衛
門

が
、
江
戸
で
失
踪
し
た
。
伴
左
衛
門
は
今
で
は
町
人
と
な
り
、

惣
兵
衛
と
改
名
し
暮
ら
し
て
い
る
。
惣
兵
衛
は
、
延
岡
や
内
藤

藩
の
江
戸
屋
敷
に
は
、
親
類
な
ど
が
い
る
の
で
、
ど
う
か
御
屋

敷
の
御
門
の
出
入
り
を
許
し
て
く
だ
さ
い
と
願
い
出
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
願
い
を
受
け
て
、
失
踪
前
に
惣
兵
衛
が
問

題
な
ど
を
起
こ
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
関
係
者
に
聞
き
取
り
が

行
わ
れ
た
。
調
べ
た
結
果
、
惣
兵
衛
は
特
に
問
題
は
起
こ
し
て

お
ら
ず
、
失
踪
す
る
程
の
理
由
も
な
く
失
踪
し
た
ら
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。そ
う
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
か
ろ
う
と
い
う
事
で
、

惣
兵
衛
の
屋
敷
へ
の
出
入
り
は
許
さ
れ
た
。
惣
兵
衛
は
、
足
軽

と
し
て
延
岡
か
ら
江
戸
に
で
て
、
屋
敷
か
ら
失
踪
し
た
け
れ
ど
、

町
人
と
し
て
渡
世
を
わ
た
り
、
な
ん
と
か
屋
敷
出
入
り
も
許
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
足
軽
と
い
う
身
分

の
流
動
性
や
不
安
定
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、

逃
げ
た
足
軽
の
そ
の
後
の
人
生
が
分
か
る
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

《
史
料
》
延
享
4
年
「
万
覚
帳
」（『
内
藤
家
文
書
』
1
ー
6
ー
34
）

寛
延
元
年
「
万
覚
帳
」（『
内
藤
家
文
書
』
1
ー
6
ー
35
）

《
参
考
文
献
》
日
比
佳
代
子
「
転
封
実
現
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
考

察
ー
延
享
四
年
内
藤
藩
の
磐
城
平
・
延
岡
引
越
を
素
材
と
し
て
ー
」

（『
明
治
大
学
博
物
館
研
究
報
告
』
16 

、
2
0
1
1
年
）

内藤家の虎ノ門屋敷
（「江戸御上屋敷絵図」

内藤家文書・政道氏寄贈分1-6-3）部分　大広間

日
比
　佳
代
子 

（
刑
事
部
門
学
芸
員
）

逃
げ
た
足
軽

本
文
で
公
開
し
た
成
果
は
J
S
P
S
科
研
費
2
6
7
7
0
2
3
0

（
代
表
日
比
佳
代
子
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

つ
づ
ら

ふ
る
び
つ

け
っ
し
ょ



姫
塚
古
墳
の
鉄
製
大
刀
に
見
る
日
本
刀
の
起
源

竹
内

　理
来

〈参考文献〉
・岩原剛2003「姫塚と段塚
 ─三河における古墳出土遺物
の研究（Ⅲ）─」『豊橋市美術博
物館研究紀要』第12号
・鈴木 信2005「北・東日本の出
土刀にみる彎刀の起源」『月刊
  考古学ジャーナル』No.532
・廣井雄一2005「刀姿・刀装具
の様式変化─直刀から日本刀
発生にいたるまで─」『月刊　
考古学ジャーナル』No.532　
・小池伸彦2022『古代の刀剣　
  日本刀の源流』吉川弘文館
・宮﨑政久2022『日本刀が語る
歴史と文化【増補版】』雄山閣

と
い
う
言
葉
か
ら
最
も
想
像
さ
れ
る
の
は
、
湾
刀
※1

で

鎬
※2

を
持
つ
、い
わ
ゆ
る
日
本
刀
の
姿
だ
ろ
う
。
実
は
、

こ
う
し
た
姿
の
日
本
刀
が
成
立
し
た
の
は
平
安
時
代
の
後
期
か
ら
末

期
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
直
刀
と
呼
ば
れ
る
反
り
の
な
い

姿
を
し
て
い
た
。今
回
は
、姫
塚
古
墳
（
明
治
大
学
で
の
登
録
名
:北

ノ
谷
２
号
墳
）
か
ら
出
土
し
た
大
刀
を
も
と
に
、
古
代
鉄
刀
の
姿
の

変
遷
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。
大
刀
と
は
、
日
本
刀
成
立
以
前
の
刀

の
な
か
で
も
長
い
も
の
を
言
い
、
日
本
刀
の
太
刀
と
は
区
別
さ
れ
る
。

　
愛
知
県
豊
橋
市
に
位
置
す
る
姫
塚
古
墳
は
、
６
世
紀
末
〜
７
世

紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
１
９
５
３
年
に
明
治

大
学
教
授
で
あ
っ
た
後
藤
守
一
氏
を
は
じ
め
と
し
た
明
治
大
学
関
係

者
と
地
元
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
、
須
恵
器
、
鉄
製
武

器
類
、
装
身
具
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
の
鉄
製
武
器
の
う
ち
、
刀
剣

類
は
大
刀
６
点
と
剣
１
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
う
ち
一つ
に
は
柄
縁

金
具
や
鎺
、
足
金
物
と
呼
ば
れ
る
金
具
が
残
り
、
当
時
の
拵
の
名

残
を
と
ど
め
て
い
る
。

　
姫
塚
古
墳
の
大
刀
は
全
て
直
刀
で
あ
り
、
刀
身
に
は
鎬
が
な
く
平

面
で
、
刀
身
の
断
面
が
二
等
辺
三
角
形
に
な
る
形
状
で
あ
る
。
こ
れ

は
造
込
み
※3

の
種
類
に
お
い
て
平
造
に
分
類
さ
れ
る
。
平
造
の
大
刀

は
国
内
で
は
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、

日
本
刀
の
成
立
以
降
、
平
造
は
短
刀
に
よ
く
見
ら
れ
る
造
込
み
と
な

り
、
太
刀
な
ど
長
さ
の
あ
る
日
本
刀
で
平
造
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
る
。

　
こ
の
大
刀
は
姫
塚
古
墳
が
築
か
れ
た
当
時
に
お
け
る
一
般
的
な
姿

と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
大
刀
の
姿
は
直
刀
平
造

か
ら
変
化
し
て
い
く
。
徐
々
に
柄
や
刀
身
に
反
り
を
持
つ
も
の
が
増

え
、
造
込
み
に
つ
い
て
も
、
鎬
を
持
た
な
い
平
造
か
ら
鎬
を
持
っ
た

切
刃
造
※4

、
そ
し
て
11
世
紀
半
ば
か
ら
12
世
紀
ご
ろ
に
鎬
の
位
置
が

棟
に
寄
っ
た
鎬
造
※5

へ
と
移
行
す
る
。

　
戦
闘
に
お
い
て
、
姫
塚
古
墳
の
も
の
の
よ
う
な
平
造
直
刀
の
大
刀

を
使
用
し
て
い
た
時
代
は
、ま
だ
鍛
錬
や
研
磨
の
技
術
が
高
く
な
か
っ

た
た
め
切
れ
味
が
あ
ま
り
鋭
く
な
く
、
突
進
し
な
が
ら
大
刀
を
敵
に

打
ち
当
て
て
擦
る
よ
う
に
斬
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は

敵
に
当
て
や
す
く
、
長
さ
も
確
保
で
き
る
直
線
的
な
形
状
が
適
し
て

い
た
。
し
か
し
技
術
の
向
上
に
よ
り
切
れ
味
が
良
く
な
る
に
つ
れ
、

突
進
せ
ず
と
も
手
元
で
の
操
作
の
み
で
斬
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
大
刀
の
形
状
が
変
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
ず
、
反
り
が
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
斬
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
直
刀
に
よ
る
斬
り
よ
り
も
軽
い
力
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
加
え
て
、
反
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
心
が
手
元
に
寄
る
た
め
、
実

際
の
重
さ
よ
り
も
軽
く
扱
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
切
刃
造
と
鎬

造
は
側
面
の
鎬
に
よ
っ
て
斬
る
対
象
に
触
れ
る
面
積
が
平
造
よ
り
も

小
さ
く
な
る
た
め
、
よ
り
抵
抗
な
く
斬
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
さ
ら
に
鎬
造
は
、
切
刃
造
よ
り
も
刃
先
の
角
度
が
鋭
く
切
れ
味

が
良
い
上
、
鎬
で
刀
身
の
厚
み
を
確
保
し
つ
つ
、
棟
側
と
刃
先
側
を

薄
く
で
き
る
た
め
、
強
度
を
保
ち
な
が
ら
の
軽
量
化
が
可
能
で
あ
る
。

総
合
的
に
見
れ
ば
取
り
回
し
を
良
く
し
、
よ
り
少
な
い
力
で
高
い
攻

撃
力
を
得
る
た
め
の
変
化
で
あ
り
、
実
戦
を
念
頭
に
置
い
た
改
良
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
姫
塚
古
墳
の
大
刀
は
、
日
本
刀
の
祖
先
と
も
い

え
る
姿
を
し
た
刀
剣
で
あ
る
。
考
古
部
門
の
常
設
展
示
に
は
切
刃
造

の
大
刀
の
レ
プ
リ
カ
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
見
比
べ
な
が
ら
日
本

の
刀
剣
の
変
遷
に
思
い
を
馳
せ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
　

刀

註

　※
1 

反
り
の
あ
る
形
状
を
し
た
刀
剣
。

　
　※
2 

刀
身
の
側
面
に
あ
る
稜
線
。

　
　※
3 

刀
身
の
立
体
的
な
構
造
。主
と
し
て
平
造
、鎬
造
な
ど
が
あ
る
。

　
　※
4 

刀
身
側
面
の
半
ば
か
ら
刃
先
寄
り
に
稜
線
を
持
っ
た
造
込
み
。

　
　※
5 

刀
身
側
面
の
半
ば
か
ら
棟
寄
り
に
稜
線
を
持
っ
た
造
込
み
。

切刃造　直刀 切刃造　断面

鎬造　湾刀（日本刀）
鎬造　断面

平造　直刀 平造　断面

姫塚古墳出土大刀

幻
燈
種
板

戸
部

　瑛
理

〈参考文献〉
・藤井乙男編 1910『諺語大辞典』有朋
堂書店
・岩本憲児 2002『幻燈の世紀』森話社
・時田昌瑞 2009『図説ことわざ事典』東
京書籍
・早稲田大学坪内博士記念演劇博物館
編 2015『幻燈スライドの博物誌：プロ
ジェクト・メディアの考古学』青弓社
・東京都写真美術館編 2018『マジッ
ク・ランタン　光と影の映像史』青弓社
・青山貴子 2019『遊びと学びのメディア
史』東京大学出版会

館
の
「
時
田
昌
瑞
こ
と
わ
ざ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、
こ

と
わ
ざ
を
伝
え
る
媒
体
・
商
品
の
一
例
と
し
て
、
明
治
時

代
に
製
造
さ
れ
た
13
枚
の
幻
燈
種
板
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
幻
燈
と
は
ガ
ラ
ス
製
の
種
板
に
描
か
れ
た
絵
や
写
真
を
光
で
照
ら

し
、レ
ン
ズ
を
通
し
て
拡
大
、ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
原
型
は
、
17
世
紀
の
西
洋
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
投
影
装
置

―
「
マ
ジ
ッ
ク
・
ラ
ン
タ
ン
」
で
あ
り
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
渡

来
後
「
写
し
絵
」
も
し
く
は
「
錦
影
絵
」
と
し
て
見
世
物
小
屋
や

寄
席
な
ど
に
お
い
て
興
行
の
か
た
ち
で
普
及
し
た
。
明
治
時
代
に
は
、

文
部
省
の
官
吏
が
留
学
先
の
米
国
か
ら
持
ち
帰
り
「
幻
燈
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
部
省
は
、
幻
燈
を
教
材
と
し
て
学
校
教
育

に
導
入
し
、
教
育
幻
燈
会
が
日
本
各
地
の
小
学
校
な
ど
で
開
か
れ

た
。
そ
の
対
象
に
は
生
徒
に
限
ら
ず
保
護
者
も
含
ま
れ
、
幅
広
い
層

に
向
け
た
上
映
・
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

ま
た
幻
燈
は
、
製
造
・
販
売
す
る
業
者
か
ら
誰
で
も
購
入
が
可
能

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
付
属
の
説
明
文
に
し
た
が
っ
て
説
明
を
す
れ
ば

上
映
で
き
る
、
利
用
間
口
が
広
い
媒
体
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
い
く
つ
か
の
種
板
を
見
て
み
よ
う
。

種
板
に
書
か
れ
た
こ
と
わ
ざ
に
は
、
今
日
で
は
馴
染
み
が
な
い
も
の

や
、
こ
と
わ
ざ
と
ま
で
は
言
え
な
い
慣
用
句
も
あ
る
。

　『
図
説
こ
と
わ
ざ
事
典
』
に
よ
れ
ば
、①「
一
字
千
金
」
は
「
た
っ
た

の
一
字
だ
け
で
大
変
高
い
価
値
が
あ
る
こ
と
か
ら
い
う
も
の
で
、
優
れ

た
文
字
や
文
章
の
こ
と
」、②「
大
き
な
ほ
ら
吹
く
人
・
山
は
る
人
」

の
「
山
を
張
る
」
と
は
、「
当
て
推
量
で
適
当
な
こ
と
を
い
う
こ
と
。

ま
た
、
万
が
一
に
も
う
ま
く
行
け
ば
良
い
と
の
願
い
の
も
と
に
事
を
な

す
意
」
と
あ
る
。
ま
た
、こ
の
「
山
に
張
り
紙
を
す
る
」
と
い
う
絵
は
、

江
戸
時
代
の
狂
画
集
「
諺
臍
の
宿
替
」
に
も
み
ら
れ
る
。③「
口
ば
か

り
の
人
・
長
屋
の
古
狸
・
近
所
の
電
信
か
く
」
の
「
古
狸
」
は
、
明

治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た『
諺
語
大
辞
典
』に
は「
老
獪
な
る
者
を
い
ふ
。

男
の
方
に
用
ふ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
板
に
は
女
性
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
明
治
時
代
、「
教
訓
い
ろ
は
た
と
え
」
と
い
っ
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

の
錦
絵
が
多
く
流
布
し
た
事
例
か
ら
、
こ
と
わ
ざ
が
わ
か
り
や
す
い

慣
用
表
現
と
し
て
、
庶
民
に
対
す
る
道
徳
心
の
涵
養
に
活
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
用
途
で
こ
れ
ら

の
種
板
が
使
用
さ
れ
て
い
た
か
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
同
様
の
使

途
に
用
い
る
た
め
の
媒
体
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当

幻灯機（東京都写真美術館所蔵）  種板をセットして投影する

①

③

②

①：一字千金

②：大きなほら吹く人・山はる人

③：口ばかりの人・長屋の古狸・
　　近所の電信かく

わ
ん
と
う

し
の
ぎ

た
　
ち

つ
か
ぶ
ち

は
ば
き

あ
し 

か
な 

も
の

こ
し
ら
え

ひ
ら
づ
く
り

つ
く
り
こ

き
り 

は 

づ
く
り

こ
と
わ
ざ
へ
そ

げ
ん
と
う
た
ね
い
た

や
ど
か
え

む
ね



古墳Tシャツに
新色登場!

2023年3月23日発行　【印刷】株式会社サンヨー　【第80号製作スタッフ】島田和高・忽那敬三・南雲茜・矢口結菜

明治大学

平日　10:00～17:00（入館は16:30まで）
土曜　10:00～16:00（入館は15:30まで）

日曜・祝日・大学が定める祝日
夏季休業（2023年8月10日～16日）　
冬季休業（2023年12月26日～2024年1月7日）　
8月1日～9月19日の土曜

常設展無料　特別展は有料の場合があります。

80

802023年

月～金　10:00～16:30　土　10:00～12:30
※日曜日・祝日・大学が定める休日および夏季・冬季休業日は閉室
※販売品・価格は変更する場合があります

●現在新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため、
オンラインによる事前予約制を導入しています。詳細は
博物館ホームページをご覧ください。

●ご利用は蔵書の閲覧・コピーのみとなります。

大好評！

サイズ　XXL・XL・L・M・S
価　格　1,300円（税込価格）

考古部門で常設展示されてい
る茨城県小美玉（おみたま）市
の玉里舟塚（たまりふなづか）
古墳をモチーフにしたTシャツ
に新色が登場しました。舟塚古
墳の埴輪にしばしばみられる紺
（灰）色の塗料をイメージしたネ
イビー色の地に、土を思わせる
鮮やかな黄色の墳丘と埴輪の
デザインがよく映えます。


